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　雨上がりで水量も豊かに流れ
落ちる滝。
　あたりに響く水音と深まった
緑が、訪れる人にひとときの清
涼感を与えます。
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高
知
空
港
と
高
知
龍
馬
空
港

高知県の穀物地帯と呼ばれる香長平野に高知龍馬空港があります。

昨年11月15日、高知空港は坂本龍馬の誕生日に「高知龍馬空港」の愛称が決定し、今年の２月には、再拡張

工事が完了して2,500mの滑走路として使用開始となりました。

こうして新たな出発をした私たちのまちの空の玄関「高知龍馬空港」を広報委員会で取材してきました。
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高
知
空
港
と
高
知
龍
馬
空
港

高
知
空
港
と
高
知
龍
馬
空
港

　
一
口
に
空
港
と
い
っ
て
も
そ
の

業
務
は
多
種
多
様
で
、
飛
行
機
を

運
航
す
る
航
空
会
社
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
（
出
発
ロ
ビ
ー
・
待
合
所

・
各
店
舗
な
ど
）
を
管
理
す
る
高

知
空
港
ビ
ル
�
、
滑
走
路
や
管
制

、
滑
走
路
や
管
制

塔
を
管
理
す
る
国
土
交
通
省
の
高

知
空
港
事
務
所
な
ど
、
い
く
つ
も

の
関
係
機
関
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
「
高
知
龍
馬
空
港
」
は
県
内
の

経
済
団
体
な
ど
の
方
々
が
発
起
人

と
な
り
、
６
万
４
千
人
分
の
署
名

を
集
め
、
県
に
要
請
。
同
年
８
月
、

橋
本
大
二
郎
高
知
県
知
事
が
正
式

決
定
・
発
表
し
ま
し
た
。
海
外
で

は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
空

港
や
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空

港
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
空
港
な
ど

個
人
名
が
つ
い
た
空
港
が
正
式
名

称
・
愛
称
に
関
わ
ら
ず
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
高
知
龍
馬
空
港
は
日

本
で
初
の
人
名
空
港
で
す
。
「
空

港
関
係
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

あ
り
、
大
変
有
名
に
な
り
ま
し
た
」

と
高
知
空
港
事
務
所
の
梅
川
久
則

空
港
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
高
知
龍
馬
空
港
」
は
旅
客
機

内
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
な
ど
で
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
の
名
称
は
あ
く
ま
で

愛
称
。
国
の
機
関
で
あ
る
高
知
空

港
事
務
所
で
は
、
今
で
も
正
式
名

称
の
�
高
知
空
港

�
高
知
空
港

�

�
の
ま
ま
な
の

の
ま
ま
な
の

で
す
。

　
愛
称
も
決
定
し
、
滑
走
路
も
延

長
さ
れ
た
こ
と
で
い
よ
い
よ
チ
ャ

ー
タ
ー
機
で
直
接
海
外
へ
羽
ば
た

く
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
今
後
は

利
便
性
の
向
上
と
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
他
の
交
通
機

関
と
の
競
争
も
あ
り
「
今
後
は
人

だ
け
で
な
く
、
東
京
都
の
排
ガ
ス

規
制
に
伴
う
大
型
ト
ラ
ッ
ク
便
の

代
替
え
と
し
て
、
地
場
産
品
を
空

輸
す
る
計
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

は
な
い
発
想
が
必
要
に
な
る
で
し

ょ
う
」
と
航
空
会
社
関
係
者
。
高

知
県
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
�
三
位
一
体
（
官
・
航
空
会

三
位
一
体
（
官
・
航
空
会

社
・
県
民
）
�
で
航
空
機
の
活
用

で
航
空
機
の
活
用

方
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

▲南海大地震後の
　救援物資緊急輸送
　　　　（昭和21年）

▲空港改修前の旅客待合所
　　　　　　　（昭和33年頃）

�
飛
行
機
の
安
全
性
に
つ
い
て

飛
行
機
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
説
明
す
る
梅
川
空
港
長

▲はりまや橋～空港間に無料送迎
　専用バスが運行（昭和36年頃）

＊写真資料：南国市制30周年
　記念写真集レトロ南国より
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安
全
第
一
の
運
行
管
理

現
在
、
高
知
龍
馬
空
港
に
は
、

１
日
に
平
均
70
機
、
年
間
で
は
約

３
万
機
が
離
発
着
し
て
い
ま
す
。

　
国
（
国
土
交
通
省
）
の
施
設
と

し
て
の
高
知
空
港
は
、
66
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
運
営
管
理
し
て
い
ま
す
。

航
空
会
社
の
定
期
便
を
始
め
、
小

型
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
飛

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
離
着
陸
・

空
港
周
辺
整
備
な
ど
の
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
安
全
が
最
重
要
。

利
用
さ
れ
る
方
々
を
搭
乗
さ
せ
、

エ
プ
ロ
ン
（
航
空
機
が
停
留
す
る

飛
行
場
内
の
区
域
）
を
出
発
離
陸

し
て
、
目
的
地
の
エ
プ
ロ
ン
へ
着

陸
す
る
ま
で
は
空
白
の
時
間
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
梅
川
空
港
長
。

　
飛
行
機
が
空
港
を
飛
び
立
つ
と
、

各
空
港
の
周
辺
区
域
は
そ
の
空
港

の
管
制
官
が
担
当
し
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
空
域
は
東
京
の
所
沢
な
ど

に
あ
る
管
制
官
の
管
轄
と
な
り
、

常
に
飛
行
機
と
の
無
線
交
信
が
な

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
う

し
て
安
全
に
誘
導
・
監
視
が
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
保

安
無
線
施
設
）
」
と
い
う
耳
慣
れ

な
い
施
設
に
よ
っ
て
も
安
全
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
飛
行

機
の
た
め
の
灯
台
の
よ
う
な
役
割

を
し
て
い
る
施
設
で
、
高
知
県
に

は
空
港
と
足
摺
岬
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
か
ら
常
に
飛

行
機
へ
電
波
を
送
る
こ
と
で
、
誘

導
し
た
り
通
過
地
点
を
伝
え
て
い

る
の
で
す
。
Ｖ
Ｏ
Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
は

�
空
の
道

空
の
道

�

�
を
作
っ
て
い
る
と
言

を
作
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
安
全
飛
行
の
た
め
の
条
件
は
ま

だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
高
度
の
条
件
（
左
ペ
ー

ジ
上
図
）
。
西
行
き
と
東
行
き
の

飛
行
機
で
は
そ
の
高
度
差
を
１
千

フ
ィ
ー
ト
（
約
300
m
）
確
保
し
て

い
ま
す
（
２
万
９
千
フ
ィ
ー
ト
以

下
で
は
500
フ
ィ
ー
ト
確
保
）
。
さ

ら
に
上
下
の
間
隔
に
加
え
て
前
後

左
右
の
間
隔
を
取
る
の
で
空
中
で

の
衝
突
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
離
着
陸
時
は
飛
行
機
が
一
つ

の
地
点
（
空
港
）
に
集
ま
る
の
で

特
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
十
分
な
安
全
を
考

慮
し
て
い
て
も
や
は
り
自
然
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
。
気
象
条
件
に
よ

っ
て
は
欠
航
し
た
り
、
飛
行
中
で

あ
れ
ば
元
の
空
港
に
戻
る
こ
と
や

近
隣
の
空
港
に
着
陸
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
空
港
事
務
所
は

い
ろ
ん
な
情
報
を
提
供
し
、
そ
れ

を
も
と
に
航
空
会
社
や
航
空
機
の

機
長
が
安
全
に
離
着
陸
で
き
る
か

Ｑ．飛行機に鳥がぶつかることはないの？もしぶ
　　つかったらどうなるんだろう？
Ａ．飛行機のエンジンに鳥が巻き込まれる事故が
　　時々あります。こうした事故を「バード・ス
　　トライク」といいます。
　　高知龍馬空港でも昨年に２回バード・ストラ
　　イクがありました。エンジンのフィン（扇風
　　機の羽根のようなもの）が10枚ほど壊れ、フ
　　ィンは１枚約100万円なので１千万の修理代
　　がかかりました。

Ｑ．滑走路拡張で大型旅客機も離発着可能になっ
　　たけど、海外への定期便も登場するのかな？
Ａ．現在、高知龍馬空港から直接海外に行くこと
　　ができるのはチャーター便があるとき。その
　　際の出国手続きは、高知市の桟橋や香川県か
　　ら税関の職員が来て対応しています。
　　空港内に税関の常駐スペースを確保できて、
　　なにより利用客数が安定して見込めるように
　　なれば、定期便もできるかもしれません。

＊写真資料：高知空港ビル20年史より
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1,000フィート確保
（29.000フィート以下は

500フィート確保）

東行き

西行き

羽田国際空港高知龍馬空港

この間の空域は
東京所沢管制官
　管轄空域

管轄空域 管轄空域

安
全
を
�
と
い
う
、
空
の
旅
を
提

と
い
う
、
空
の
旅
を
提

供
す
る
側
の
第
１
の
願
い
で
あ
り
、

利
用
者
の
理
解
と
協
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

の
最
終
的
な
判
断
を
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
常
何
事
も
な
く
飛

行
機
を
利
用
し
、
楽
し
い
空
の
旅

が
で
き
る
の
も
、
こ
う
し
た
地
上

業
務
の
方
や
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
な
ど
の
連
携
し
た
運
行
管
理
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
各
航
空
会
社
担
当
者
か

ら
は
搭
乗
の
際
の
保
安
体
制
に
つ

い
て
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
現
在
の
保
安
体
制
は
最
高
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
靴
を
脱
い

で
も
ら
う
な
ど
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
空
港

へ
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
の
こ
と
。
こ
れ
も
�
安
全
に
は

�
安
全
に
は

�

　
滑
走
路
が
拡
張
さ
れ
る
と
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
心
理
面
で
の
余
裕
が

生
ま
れ
、
よ
り
安
全
な
飛
行
が
で

き
る
と
い
い
ま
す
。
大
型
機
も
就

航
可
能
と
な
り
利
用
者
に
と
っ
て

も
利
点
多
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
滑
走
路
再
拡
張
工
事
に
つ
い
て

は
地
元
地
権
者
の
財
産
の
提
供
な

ど
、
理
解
・
協
力
が
無
け
れ
ば
叶

わ
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
南
国
市

に
高
知
の
�
空
の
玄
関

空
の
玄
関

�

�
が
あ
る

が
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
た
い
も
の
で

す
。

島
崎
広
報
委
員
長

　
飛
行
機
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今

回
空
港
を
取
材
し
て
、
安
全
面
で
の
管
理
体
制
の
充

実
ぶ
り
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
知
龍
馬
空
港
は
、
世
界
で
も
数
少
な
い
人
名
空

港
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
時
代
の
先
を
読
み
、

幕
末
の
時
代
に
海
援
隊
を
結
成
し
た
龍
馬
が
、
今
度

は
大
空
で
大
活
躍
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
も
海
援
隊
な
ら
ぬ
空
援
隊
と
な
っ
て
、
そ
の

空
港
の
愛
称
に
負
け
な
い
よ
う
高
知
の
空
の
玄
関
と

し
て
の
取
り
組
み
に
期
待
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　今から60年余り昔、高知などではめったに
飛行機は見ることができなかった。
　「高知に飛行機が来るき、見に行こう！」
ということで、いとこと物部川の河原に朝早
くから弁当持ちで歩いてでかけた。
　朝７時だというのに河原にはもうたくさん
の人が集まっていた。しばらく待ったが飛行
機はなかなか見えない。あまりにも早く朝飯
を食ってきたので腹が鳴る。「もう飯を食お
うか」と皆飽き飽きしていると、「ブルン！
ブルン！」と音が聞こえる。「やったー！来
たぞー！」皆が両手を上げて奇声を発した。
　長い箱に羽根をつけた大きなモノが「ブル
ン、ブルン」と音を発して、頭の上をゆっく
り輪を描いて回り、河原に降りようと前を下
げた。
　初めて飛行機を頭の上で見て、「どういて
こんなもんが飛ぶがやろう？」と思ったその
時、「バーン！」大きな音とともに、木の折
れたようなものが空高く飛び散った。何が起
こったろうと飛行機をよく見ると、あのブル
ン、ブルンと回るものが全く無い。
　プロペラが折れ飛んだのだった。長いこと
待って、やっと飛行機が来て、これから曲芸
などが見られると期待していたにもかかわら
ず、これでもうおしまいとなった。皆、ブス
ブス言いながら帰ったことだった。
　楠目小学校の塀に上がって見ていた人たち
が「ドドー」と倒れ、けが人が大分出たとい
うことも帰りに聞いた。
　このような時代を生きてきた者にとって、
今日の飛行機の発達は考えも及ばなかったこ
とだ。

�高度による安全確保・無線交信管轄略図

▲左から高知空港ビル�の山本祐一企画推進課長
JALの上山美保所長、ANAの今泉明所長
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日
頃
、
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
△
△
く
ん

の
お
母
さ
ん
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
言

葉
を
よ
く
口
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
少

し
違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
長
年
の
慣

れ
か
ら
、
つ
い
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
皆
さ
ん
も
、
日
常
生
活
の
中

で
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の
視
点
か

ら
考
え
る
と
、
何
で
も
な
い
よ
う
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
母

親
の
立
場
に
立
っ
て
み
る
と
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
個
性
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
社
会
の
中
で
、
私
た
ち

は
本
当
の
意
味
で
個
人
を
尊
重
し
、
個

々
と
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
生
き
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
人
は
、

相
手
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
様
々
な
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
女

性
は
女
と
し
て
、
妻
と
し
て
、
母
と
し

て
…
。
し
か
し
、
子
育
て
は
夫
婦
の
役

割
と
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
女
性
が

仕
事
を
や
め
、
一
時
の
間
、
育
児
に
専

念
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
最
近

の
母
親
の
育
児
不
安
に
つ
い
て
の
研
究

で
は
、
「
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

く
不
安
」
を
語
る
母
親
は
、
働
く
女
性

よ
り
も
育
児
に
専
念
し
て
い
る
女
性
の

方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
母
親
で
あ
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で

い
く
女
性
た
ち
は
、
い
い
子
に
育
て
な

け
れ
ば
と
い
う
重
圧
感
か
ら
、
時
に
自

分
を
見
失
っ
た
り
、
辛
さ
や
苦
し
み
か

ら
逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
は
、

そ
ん
な
女
性
の
存
在
に
気
づ
き
、
そ
っ

と
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
と
い
う
新
た

な
役
割
を
背
負
い
混
乱
し
て
い
る
女
性

の
迷
い
や
戸
惑
い
に
私
た
ち
の
手
は
届

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
周
囲
か
ら
の
評
価
を
意
識
す

る
あ
ま
り
、
自
分
ら
し
さ
を
見
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
肩
書

き
や
役
割
に
関
係
な
く
「
あ
な
た
が
こ

こ
に
い
る
こ
と
」
そ
の
存
在
自
体
が
か

け
が
え
の
な
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に
思
え
る

こ
と
を
お
互
い
が
認
め
合
う
こ
と
が
で

き
た
ら
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
毎
日

の
中
で
、
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
時
間
が
増

え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
の
存
在
価
値
は
、
い
か
な
る
状

況
に
お
か
れ
よ
う
と
、
そ
の
中
で
自
分

ら
し
く
精
一
杯
生
き
て
い
け
る
「
生
き

る
姿
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
。

誰
も
が
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
を
自
分

ら
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
力
を

育
ん
で
い
け
る
社
会
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　さまざまな人権課題に対する教育実践の交
流と、地域に根ざした人権教育のさらなる充
実を目指して、南国市人権教育研究大会を開
催します。

■とき／８月20日�　午前９時～午後４時
（午前８時30分から受付）
■ところ
�午前／大篠小学校
　（分科会・テーマ別討議）
�午後／グレース浜すし
　（全体会／講演：西村 健さん〈滋賀県近江
　　八幡市教育委員会〉）
■備考／市民体育館・土曜市・グレース浜す
　しの駐車場をご利用ください。

※お問い合わせは、学校教育課学校教育指導係
（�８８０ー６５６８）まで

�男女共同参画社会づくり�の取り組みと
して、啓発紙芝居「ジェンダーってなあに？」
ができました。
　制作は「なんこく男女共生
かがやきプラン推進懇話
会」、イラストは「岡豊
高等学校漫画クラブ」に
よるものです。紙芝居の
貸し出しを行いますので、
希望される方はお申し込み
ください。

■申込先
　市立図書館、またはじんけんセンター

※お問い合わせは、じんけんセンター
　　　　　　　　（�８８０ー６５７０）まで

「自分らしく　いきいき　のびのび
　　　　　　　そんな南国市をめざして」

広広報報ななんんここくく８８月月号号6



９月６日�  � 明治・大正時代の若者たち～若者組の民俗～

９月13日�  � お年寄りから学ぶ知恵　～隠語の民俗～

９月27日�  � 災害は忘れた頃に来る ～災害と呪いの民俗～

10月４日�  � 土佐の地名�　～地名の由来を学ぶ～

10月18日�  � 土佐の地名�

と　き 内　　容

  

  

  

  

  

～土佐民俗散歩～

　歩くことなく、いながらにして土佐旅行を
楽しんでみませんか？

■時間／13：30～15：00
■ところ／市役所４階・大会議室
■講師
　坂本正夫さん（県立歴史民俗資料館館長）
■対象／南国市民および市内勤務者（50名程度）
■受講料／1,200円
■申込締切／８月12日�

■対象／南国市民および市内勤務者
■受講料／無料
■申込方法／往復はがき、またはｅメールに講座名・住所・
　氏名・年齢・電話番号を明記のうえお申し込みください。
■申込締切／８月25日�

※申込先・お問い合わせは、生涯学習課（〒７８３ー８５０１
　南国市大埇大 甲２３０１�８８０ー６５６９、
　または syougai@city.nankoku.kochi.jp ）まで

　楽器をお持ちで演奏のできる方、ご一緒に演奏を
楽しみましょう。
　ご自分の大切な楽器、仲間の楽器と音を合わせて
アンサンブルを。ぜひ、ご参加ください。

■とき
�９月３日�～12月17日�
　　毎月第１・第３金曜日
�時間／19：00～21：00
■ところ／スポーツセンター
■講師／平井麻記子さん
■受講料／２千円
■募集人員／15名
■申込締切／８月20日�

往復はがき、またはｅメールに講座・教室名
・住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ
お申し込みください。
生涯学習課
　〒７８３ー８５０１南国市大埇甲２３０１　
　�８８０ー６５６９、または

syougai@city.nankoku.kochi.jp まで

回 　　　　と　き　　　　　　　ところ　　 講　師　　　　 内 　　　容　　　　 募集人員

＊Ｐ12以降にも講座・教
室の募集があります。
ご覧ください。

　～ご一緒に吹奏楽を～

　～身近な科学～

９月３日�   �   � 13：00～14：30　多世代交流プラザ

９月６日�   �   � 13：30～15：00 久礼田公民館

９月８日�   �   � 14：00～15：30 高知大学農学部

９月10日�   �   � 13：30～15：00 岡豊ふれあい館

９月13日�   �   � 13：30～15：00 奈路公民館

９月15日�   �   � 10：00～11：30 社会福祉協議会

９月17日�   �   � 13：30～15：00  日章福祉交流センター

９月１日�   �   � 13：30～15：00 SUNSUNながおか

10月３日�   �   � 13：30～15：30 高知大学農学部

９月27日�   �   � 13：30～15：00 中央公民館

９月19日�   �   � ９：00～16：00 嶺北フィールド

石川勝美  　　 水ってなんだろう

荒川 良 日常生活における害虫対策

伊藤慶明 海洋深層水の食品利用について

松田誠祐 集中豪雨はどこでも起きる

山本　武 森の社会と人の社会

永田信治 微生物によるバイオテクノロジー戦略

受田浩之 食と健康

平松晋也 土砂災害を回避して
�賢く生きる�ための方策を考える

大谷慶人 キノコのはなし ～キノコとは・健康食品
　　　　　　　　　　　　　および毒・近年のキノコ産業～　大谷慶人

塚本次郎 嶺北フィールドのいろいろな林と
　　　　　　　　　　　　　　　樹木の生活　　野外講義　塚本次郎

山根信三 フルーツ野菜（トマト、スイカ、パイナッ
　　　　　　　　　　　　プルなど）の作り方　野外講義　山根信三

40名
40名

40名

30名

40名

40名

40名

40名

27名

40名

30名

１

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

　暮らしに生かせる科学を学び、体験して
みませんか？専門の先生がやさしく教えて
くれます。

■とき・ところ・内容

広広報報ななんんここくく８８月月号号 7
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し
ょ
う
が
を
使
っ
た
ア
イ
ス
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
お
い
し
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

７月４日

７月５～15日

６月６日

ごめん・なはり線開業２周年記念イベント

が後免町駅で開催され、「愛称ありがとう駅」

を命名した漫画家のやなせたかしさんが描い

た看板の除幕式が行われました。

後免町商店街を巡るスタンプラリーなどの

イベントや子どもたちの踊りや発表、もち投

げもあり、駅周辺は終日おおにぎわい。

「ごめんごめんのしょうがアイス」も当日

限定で発売され、さっぱりした味に人気が集

まっていました。

「ありがとう駅」と呼んでね！「ありがとう駅」と呼んでね！「ありがとう駅」と呼んでね！「ありがとう駅」と呼んでね！
「ごめん・なはり線」開業２周年「ごめん・なはり線」開業２周年

南国市について市長と語ろう！南国市について市長と語ろう！南国市について市長と語ろう！南国市について市長と語ろう！
中学校中学校で「ドリームトーク」で「ドリームトーク」

市内の中学生と市長が、学校の課題や市の現
状、将来のまちづくりについて語り合うことを
目的とした「ドリームトーク」が各中学校で行
われました。
北陵中学校では、生徒会が自分たちの日ごろ

の活動報告をした後、市長に「南国市の特産物
を増やしたら」「巡回バスを走らせたら便利で
は」「新しい図書館の計画は」など、活発に
様々な質問や意見を述べていました。

県総合防災訓練が、物部川河川敷を主会場
に実施され、県内で約2,200人が参加しました。
物部川の会場では、消防隊員が地震で倒壊

した家屋の屋根をチェーンソーなどで手際よ
く取り除き、負傷者を救助する訓練などを行
いました。
また、久枝・前浜・下島地区では、約150名

が津波を想定し、避難場所の伊都多神社まで
歩いて、いざという時の避難の方法や経路を
確かめました。

南海地震を想定し南海地震を想定し
　　　大規模訓練！　　　　大規模訓練！
南海地震を想定し南海地震を想定し
　　　大規模訓練！　　　　大規模訓練！
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や
な
せ
た
か
し
さ
ん
に
感
謝
。
南
国
市
や
香
北
町
な
ど
高
知
県
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
し
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲６／27 交際交流ゲームフェス
ティバル　（スポーツセンター）

▲６／27 第６回はし拳大会
（稲生ふれあい館）

▲６／４　北陵中学校生がカーブ
ミラーを磨き、道路の清掃を行
いました。 （岡豊町笠ノ川）

▲６／３ 人権擁護委員の日
（長岡西部保育所）

▲５／30 市内一斉清掃　（篠原）

▲６／５ えんこうまつり　
（前浜・下島の後川筋）

▲６／10 高知大学農学部留学生
交流懇親会　　　　　（野市町）

▲６／５ なんこく歯みがき大会　
（保健福祉センター）

▲７／５　刑務所作業製品展示即
売会　　　　　　　　（市役所）

▲６／13 第６回市長杯・議長杯
バドミントン大会

（スポーツセンター）

▲６／20 吾岡山文化の森環境整
備推進会による吾岡山一斉清掃

（吾岡山）

▲７／１ 障害を持つ方の励みに
と自身も障害を持つ吉永武志さ
ん（田村乙）の絵画が展示され
ました。 （スポーツセンター）

▲７／12 市内危険個所パトロー
ル　　　　　　　　　　（奈路）

▲７／12～ 人権パネル展　
（市役所）

▲６／20 第10回夢の里・陽だま
りの里・たんぽぽ合同納涼祭　　

（陽だまりの里）
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■締め切り／平成16年８月16日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第386回親子クイズの答えは、
「ヤナセライオン」でした。

★応募総数／28通 ★正 解 率／96％

【第386回当選者】
安岡　敦子さん（大埇甲）
浜田　定枝さん（大埇甲）
宮田　照子さん（岡豊町）
井上　秀一さん（領　石）
松田　信子さん（立　田）

387

386回解答
①セト
②タムラ
③オオミナト
④ナロ
⑤イナブ
⑥ヤキョウ
⑦ゴメン

「
親
子
ク
イ
ズ
」
孫
と
考
え
が
一
致
し
た
と
き
に
応
募
し
て
ま
す
。
今
度
こ
そ
当
選
だ
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 南南国国市市のの夏夏のの風風物物詩詩
「「AA BB CC DD AA EE FF」」。。

ヨヨココヨヨココ ①ソースと青のりが食欲を
そそります。

②丸木船の形をしたボート。

③サーフィン、ダイビングは○○○スポ
ーツの代表。

④宿題は早めに済ませたい。

⑤日曜○○は、高知の観光名物。

⑥○○の切れ目が縁の切れ目。

⑦奈路の球技大会といえばこれ。

タタテテタタテテ �遠き島より流れ来る○○の実�。

③近藤真彦。

④騎士。

⑧フランス語で休暇。

⑨洗車・水まきにはこれが必要。

�車が無かった時代に農作業でよく使っ
た○○カー。

⑪ビタミンＣたっぷり。夏でもハウスも
のがあります。

⑫熱いものが苦手。○○舌。

�

�

�

�

�

�

�

Ｃ

Ａ

Ｄ

F

E

Ｂ
�

�

�

�

�

南国駐在地域支援企画員の
水田素史さん（右）と井西保範さん

　県では、今年の４月から、地域に駐在して住民の皆さんや
民間団体などが行うさまざまな地域づくりのお手伝いや行政
との橋渡しをする職員を県下に50人配置しています。
　南国市には、２名の職員が配置され、南国市、土佐山田町、
香北町、物部村が活動エリアになっています。
　地域づくりに取り組まれている方、ＮＰＯなど地域で活動
されている方、ぜひ気軽に声をおかけください。
　皆さんとともに考え行動し、さまざまな課題の解決や活動
を応援していきます。

※お問い合わせは、県地域づくり支援課南国駐在
　（�８６４ー６３２０、�８６４ー６３２１）まで

監督の北村滋朗さん（後列右端）と選手のみなさん

 

　
第
28
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど

主
催
）
県
予
選
の
決
勝
戦
が
６
月

６
日
に
行
わ
れ
、
十
市
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
８
月
に

東
京
の
読
売
ラ
ン
ド
な
ど
で
開
か

れ
る
本
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
６
月
28
日
に
市
役
所
を
訪
れ
た

監
督
と
選
手
ら
は
、
浜
田
純
市
長

に
県
予
選
優
勝
を
報
告
し
、
本
大

会
に
向
け
て
の
豊
富
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。
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事故の概要

　日暮れの早くなる初秋の午後４時、Ａさ
ん（78歳）は、畑仕事からの帰り道、いつ
もどおり片側１車線のほぼ直線の国道を横
切るため、道端に立っていました。左右を
見て、車が来ていないと思い、南から北へ
渡りはじめましたが、中央付近で東側から
来たＢさんの運転する車に衝突され重傷を
負いました。

この事故から学ぶこと

　高齢者は加齢とともに、目の調節機能が
衰え、暗くなりはじめの夕方は見えにくく
なり、時には車を見落とすこともあります。
この場合、日暮れ前であっても、Ｂさんが
ライトをつけていたらＡさんは車に気づい
ていたと思われます。
　ライトの早めの点灯は、ドライバーのた
めだけでなく、歩行者への思いやりでもあ
ります。また、高齢者や子どもを見かけた
らその動きに十分注意する必要があります。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班　 �８２３－９３１９）

事故の原因

　Ｂさんの前方不注意が原因です。
Ａさんは左右を見たのですが、十分に確認
ができていませんでした。

49

　
会
社
勤
め
を
や
め
て
か
ら
25
年
、
オ
ナ
ガ

ド
リ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
父
の
代
か
ら
飼

育
し
て
い
ま
す
が
、
10
m
以
上
の
立
派
な
オ

ナ
ガ
ド
リ
を
育
て
て
み
た
い
で
す
。
朝
晩
の

世
話
が
欠
か
せ
ず
、
な
か
な
か
家
を
あ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
息
子
が
跡
を
継
い

で
く
れ
て
時
間
が
で
き
た
ら
ゆ
っ
く
り
旅
行

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
釣
り
。
船
で
沖
に
出
て
カ
ツ
オ
な

ど
を
釣
っ
た
り
し
ま
す
。
大
漁
だ
と
嬉
し
い

け
ど
、
体
が
こ
た
え
ま
す
ね
ぇ
（
笑
）
。

　
南
国
市
は
住
む
に
は
え
い
と
こ
。
偉
人
も

多
く
訪
れ
た
南
国
の
良
さ
を
残
し
つ
つ
発
展

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ト
リ
も
人
を
見
て
い
ま
す
」
と
池
本
さ

ん
。
騒
い
で
い
て
も
池
本
さ
ん
の
一
声
で
落

ち
着
き
ま
す
。
さ
す
が
で
す
ね
。

池本　俊夫さん（篠原）
としお

岡林　瑠美さん（下末松）
るみ

　
主
人
と
息
子
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。

　
病
院
で
介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

泊
ま
り
の
勤
務
も
あ
っ
て
大
変
で
す
が
、
お

世
話
を
し
て
喜
ば
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

自
分
自
身
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
て

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
体
力
的
に
つ
ら

く
て
遠
の
い
て
い
ま
す
が
、
仲
間
で
集
ま
り

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

　
仕
事
が
忙
し
い
の
で
、
休
み
は
旅
行
な
ど

出
か
け
る
よ
り
も
家
で
い
る
方
が
落
ち
着
き

ま
す
。
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
が
南
国

市
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　
「
こ
だ
わ
り
が
無
く
な
り
お
お
ら
か
に
な

っ
た
」
と
話
す
岡
林
さ
ん
。
取
材
に
も
ゆ
っ

た
り
と
穏
や
か
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

みみんんななのの広広場場

や
な
せ
ラ
イ
オ
ン
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ベ
ン
チ
を
見
た
こ
と
の
な
い
方
、
是
非
後
免
野
田
小
学
校
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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第
21
回
「
土
佐
日
記
」
門
出

の
祭
り
一
般
俳
句
募
集

■
応
募
要
項

▼
１
人
３
句
以
内
（
未
発
表
の

も
の
）

▼
住
所
、
氏
名
（
俳
号
）、
電

話
番
号
を
記
入

▼
投
句
用
紙
は
200
字
原
稿
用
紙

を
使
用

■
出
品
締
切
／
９
月
21
日
�

■
選
者

池
禎
章
さ
ん
・
橋
田
憲
明
さ
ん

■
備
考

特
選
作
品
、
入
選
作
品
は
短
冊

に
し
て
11
月
７
日
�
に
門
出
の

祭
り
で
パ
ネ
ル
に
展
示
。

＊
特
選
作
品
は
古
今
集
の
庭
に
１
　

年
間
掲
示
。
ま
た
商
工
会
に
11

月
１
日
か
ら
５
日
間
展
示
。

＊
優
秀
作
品
に
は
賞
状
進
呈
予
定

で
す
。

※
作
品
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会

（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
１
南
国
市
大
埇
甲

２
３
０
１
　
生
涯
学
習
課
宛

�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で
　

第
36
回
南
国
市
民
賞

候
補
者
推
薦
を

市
政
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方

に
対
し
、「
市
民
賞
」
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
功
労
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
市
民
ま
た
は
市
に
関

係
の
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体

で
、
産
業
・
教
育
文
化
・
保
健

福
祉
・
人
命
救
助
・
そ
の
他
公

共
の
福
祉
な
ど
特
に
南
国
市
民

の
文
化
向
上
発
展
に
功
績
が
あ

っ
た
個
人
ま
た
は
団
体
。

＊
市
制
前
の
旧
町
村
当
時
の
功
績

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

＊
叙
勲
ま
た
は
市
民
賞
の
受
賞
者

お
よ
び
同
様
な
表
彰
を
受
け
た

実
績
の
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

■
推
薦
締
切

９
月
17
日
�

午
後
５
時
ま
で

■
表
彰
日

11
月
３
日
�

文
化
の
日

＊
市
民
の
推
薦
す
る
候
補
者
の
中

か
ら
、
選
考
委
員
会
で
決
定
さ

れ
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。

■
提
出
書
類
／
「
市
民
賞
候
補
者

推
薦
書
」
と
「
写
真
１
枚
」

（
推
薦
書
は
総
務
課
総
務
係
に

あ
り
ま
す
）

＊
「
推
薦
書
」
は
、
推
薦
部
門
１

件
ご
と
に
作
成
し
、
２
件
以
上

は
順
位
を
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
総
務
係

（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
１
南
国
市
大
埇
甲

２
３
０
１

�
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

高
知
大
学
医
学
部
附
属
病

院
看
護
職
員
募
集

■
職
種
／
助
産
師
・
看
護
師

■
資
格
／
免
許
所
有
者
、
ま
た
は

取
得
見
込
者

■
勤
務

週
40
時
間
勤
務（
週
休
２
日
制
）

■
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
郵
送
、

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

８
月
２
日
�
〜
９
月
13
日
�

※
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
大
学
総
務
部
人
事
課
人
事
第

２
係
（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
５
南
国
市

岡
豊
町
小
蓮
　
＊
番
地
不
要

�
８
８
０
・
２
２
２
４
）ま
で

自
衛
官
募
集

■
種
目
／
防
衛
大
学
校
（
推
薦
）

■
資
格
／
高
卒
ま
た
は
卒
業
見
込

み
21
歳
未
満
（
高
等
学
校
長

の
推
薦
等
が
別
途
必
要
）

■
受
付
期
間

９
月
６
日
�
〜
９
月
８
日
�

■
一
次
試
験

９
月
25
日
�
・
26
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

（
�
８
２
３
・
２
０
０
６
）

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

暑
く
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
身
体
を
鍛
え
て
夏
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2004  AUGUST

「泳げない子」

森沢　良博（日吉町）

　
今
年
度
か
ら
の
高
齢
者
向
け
筋

力
向
上
運
動
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
）
教
室
の
開
催
（
P18

参
照
）
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
条
件

　
▼
65
歳
以
下
の
方
。

　
▼
養
成
教
室
を
全
回
受
講
可
能

　
　
な
方
。

　
▼
10
月
か
ら
12
月
の
毎
週
火
・

　
　
金
曜
日
の
午
後
２
時
間
の
教

　
　
室
に
出
席
で
き
る
方
。

■
養
成
教
室

　
９
月
の
毎
週
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス
た
ん
ぽ

　
ぽ
（
岡
豊
町
常
通
寺
島
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ば
さ

（
�
８
６
３
・
７
４
３
０
）ま
で
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健
康
保
持
増
進
の絵

画
募
集

11
月
を
「
高
知
県
国
保
被
保
険

者
健
康
づ
く
り
推
進
月
間
」と
し
、

そ
の
期
間
中
に
使
用
す
る
健
康
保

持
増
進
に
関
す
る
絵
画
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格
／
県
内
の
小
学
生

■
作
品
規
定
／
テ
ー
マ
は
「
健
康

づ
く
り
」「
病
気
の
予
防
」な
ど

健
康
に
関
す
る
こ
と

＊
作
品
の
色
彩
は
自
由
で
、
大

き
さ
は
四
ツ
切
り
画
用
紙

■
応
募
規
定
／
作
品
は
、
未
発
表
　

の
も
の
で
一
人
１
点
。
作
品
の
　

裏
に
は
必
ず
　

学
校
名
・
学
　

年
・
住
所
・
　

氏
名
（
ふ
り

が
な
）・電
話

番
号
を
記
入
。

＊
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
切
／
９
月
10
日
�

■
入
選
発
表
／
本
人
に
直
接
連
絡

■
表
彰
／
入
選
作
品
は
、
表
彰
状

お
よ
び
副
賞（
図
書
券
）を
授
与

※
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事

業
振
興
課
（
〒
７
８
０
ー
８
５
３
６
　
高

知
市
丸
ノ
内
２
ー
６
ー
５

�
８
２
０
・
８
４
１
５
）ま
で

夏
休
み
親
子
映
画
会

〜
ア
ニ
メ
「
マ
ヤ
の
一
生
」
〜

「
マ
ヤ
の
一
生（
椋
鳩
十
原
作
）」

の
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。
戦
争

下
で
の
動
物
た
ち
と
あ
る
家
族
と

の
心
温
ま
る
交
流
を
通
じ
て
、
愛

と
平
和
、
そ
し
て
命
の
大
切
さ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
８
月
15
日
�

上
映
開
始
…
午
後
１
時
30
分

＊
上
映
時
間
90
分
程
度

■
と
こ
ろ

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
入
場
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
10
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

舟
入
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＆
川
下
り

土
佐
山
田
町
楠
目
か
ら
日
吉
町

に
向
け
て
史
跡
を
訪
ね
な
が
ら
舟

入
川
沿
い
を
歩
き
、
野
中
兼
山
に

つ
い
て
の
話
も
聞
け
ま
す
。ま
た
、

小
学
５
・
６

年
生
を
対
象

と
し
た
川
下

り
も
体
験
で

き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
９
月
23
日
�

＊
小
雨
決
行
。
大
雨
時
は
９
月

26
日
�
に
延
期
　

■
集
合
・
解
散
場
所

県
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー

（
土
佐
山
田
町
）

■
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
有
）

■
募
集
人
員

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約
８
�
）170
名

イ
カ
ダ
下
り
（
約
２
�
）30
名

＊
小
学
５
・
６
年
生
対
象

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
　

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
20
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

山
田
堰
井
筋
土
地
改
良
区

（
�
０
８
８
７
・
５
２
・
２
３
１

１
）
ま
で

おお知知ららせせ

子
ど
も
た
ち
も
長
い
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
み
ん
な
で
事
故
の
な
い
楽
し
い
休
み
に
す
る
よ
う
協
力
し
た
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

■とき／８月７日� 15:00開演
　＊雨天の場合、翌日に順延（翌日も雨なら中止）
■ところ／比江スポーツグラウンド
■備考／会場内に一般車は進入できません。
　　車で来場される方は、巨峰園と栄光工業（17：30～
　　駐車可能）の駐車場をご利用ください。
　＊駐車台数に限りがありますので、できる限り市役所
　　から会場付近までの無料シャトルバス（15:00～随時
　　運行）をご利用ください。
※お問い合わせは、まほろば祭り運営委員会事務局
　　　　　　　（商工水産課　�８８０ー６５６０）まで

　恒例の「土佐のまほろば祭り」の時期が近づい
て来ました。
　今年も会場は『比江スポーツグラウンド』です。
　大人から子どもまで楽しめる市民祭を目指して、
運営委員・関係スタッフ一丸となり準備を進めて
います。皆さんのご来場をお待ちしています。
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親
子
木
工
教
室

■
と
き
／
８
月
22
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
12
時
30

分
（
午
前
８
時
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
／
か
ら
く
り
創
造
工
房

市
民
体
育
館
東
側
駐
車
場

＊
駐
車
場
は
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

西
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
　

い
。

■
対
象
／
市
内
小
学
校
生

＊
低
・
中
・
高
学
年
の
３
コ
ー

ス
有
り
ま
す
。

■
参
加
料
／
無
料

■
持
参
物
／
筆
記
用
具
・
槌
・
物

さ
し
・
の
こ
ぎ
り
な
ど

＊
木
工
材
料
・
く
ぎ
・
接
着
剤

な
ど
は
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
は
が
き
に
学
校

名
・
学
年
・
氏
名
・
保
護
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
14
日
�

■
主
催
／
南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
後
援
／
市
教
育
委
員
会

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
〒
７
８
３
ー
０
０
０
４
　
南
国
市
大
�

甲
１
５
０
２
ー
４

�
８
６
４
・
４
１
２
０

�
８
６
３
・
４
３
３
９
）ま
で

初
心
者
陶
芸
教
室

ー
粘
土
か
ら
つ
く
る

や
き
も
の
ー

こ
れ
ま
で
や
き
も
の
の
粘
土
を

触
れ
た
こ
と
が
な
い
方
や
小
さ
い

お
子
さ
ん
で
も
大
丈
夫
。「
風
の

窯
」
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
初
秋

の
１
日
を
や
き
も
の
作
り
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
９
月
５
日
�

午
前
10
時
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
参
加
費
／
１
千
円
（
材
料
費
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

平
山
や
き
も
の
塾
　
風
の
窯

五
十
嵐
光
春

（
�
０
８
８
７
・
５
７
・
０
９
３

３
）ま
で

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

教
室
と
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
講
座

外
国
人
対
象
の
日
本
語
教
室
を

見
学
し
、
そ
の
後
実
際
に
日
本
語

を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
９
月
８
日
�
〜

平
成
17
年
２
月
９
日
�

毎
週
水
曜
日
（
全
20
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
教
材
費
（
実
費
）
が

必
要
で
す
。

■
募
集
人
員
／
15
名

■
申
込
締
切
／
８
月
20
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
国
際
交
流
協
会

東
條
（
�
０
９
０
・
１
３
２
４
・

６
８
８
０
）

今
井
（
�
０
９
０
・
７
６
２
０
・

３
５
２
４
）ま
で

おお知知ららせせ

夏
は
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
・
教
室
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
年
は
な
に
か
に
是
非
参
加
し
た
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

薩摩燃ゆ　　　阿部龍太郎
半導体の仲間たち　泉弘志
これで差がつくオートキャ
ンプの技110
　　　ライフプランニング

日本の地震地図　岡田義光
夜は満ちる　　小池真理子
コイン・トス　　幸田真音 
片付けない作家と西の天狗
　　　　　　　　笙野頼子

返し忘れていません
か？　期限切れの本
が出てきたらすぐ図
書館へ

雛の家　　　久世光彦
ザ・60㎝水槽飼育
　　　　　　小林道信
ある愛の詩　新堂冬樹

ほか

★８月は学校・保育所（一部を除く）の巡回は休ませていただきます。
　そのため巡回の時間帯を変更していますので、ご注意ください。

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

4

5

11

12

13

火

水

木

木

金

猪野吉保商店前
10:20～10:35

王子権現神社北側
10:40～11:00

蒲原県営住宅
14:00～14:30

医学部蒲原宿舎
14:35～14:55

医学部中島宿舎
15:30～16:00

定林寺公民館
15:00～15:20

里保育所
10:20～10:40

中澤建材店前
10:45～11:05

かりやストア前
11:45～12:05

市農協野田支所
13:30～13:50

岩村ふれあいセンター
13:55～14:15

立田消防屯所南側
14:20～14:45

市農協前浜支所
10:20～10:40

浜改田公民館
11:15～11:45

浜窪市営住宅
10:45～11:05

市農協国府支所
14:25～14:45

白木谷公民館
14:10～14:30

南海学園
11:20～11:40

高知高専宿舎
11:05～11:25

吾岡保育園
10:55～11:15

白銀荘
10:20～10:50

ケアハウス白山荘
11:15～11:40

ケアハウスたんぽぽ
15:00～15:30

長岡農協
13:30～13:50

喫茶わらべ駐車場
13:55～14:10

星神社
11:45～12:05

久礼田西公民館
11:20～11:40

久礼田保育所
10:50～11:10

植野公民館
11:45～12:058／3

水

第２希望の家
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮
14:50～15:20

奈路公民館
13:30～13:50

札場バス停前
10:20～10:35

丸十園芸組合前
10:40～11:00

阿戸公民館
11:05～11:20

緑ヶ丘２丁目
11:25～11:45

県住十市団地
11:50～12:20

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
悩
ん
で
い
る
事
・
不
満
・
ご

意
見
・
要
望
な
ど
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
と
こ
ろ
／
南
国
市
役
所
５
階
第

　
一
委
員
会
室

■
相
談
員
／
国
保
連
合
会
介
護
保

　
険
課
苦
情
相
談
係

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

８月17日�
　10：00～15：00

（12：00～13：00は除く）



広広報報ななんんここくく８８月月号号 15

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
ご
相
談

〜
原
因
物
質
測
定
器
を

貸
し
出
し
ま
す
〜

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
は
、
化

学
物
質
過
敏
症
（
Ｍ
Ｃ
Ｓ
）
と
も

呼
ば
れ
、
極
微
量
の
原
因
物
質

（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
）
に

よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
に
似
た
症
状

に
な
り
、
症
状
が
重
く
な
る
と
情

緒
不
安
定
、
神
経
症
な
ど
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る

現
代
病
で
す
。

我
が
家
を
見
直
す
会
で
は
原
因

物
質
の
測
定
器
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
そ
の
他
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
料
／
２
千
円
（
１
週
間
）

＊
測
定
１
回
に
つ
き
消
耗
品

（
400
円
）
が
必
要
で
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
我
が
家
を
見
直
す
会

（
�
８
５
０
・
７
８
８
０
）ま
で

防
災
点
検
業
務
に
お
け
る

民
地
へ
の
立
ち
入
り

国
土
交
通
省
で
は
、
安
全
で
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
国

道
32
・
55
号
線
沿
い
の
危
険
な
個

所
に
つ
い
て
年
１
〜
２
回
程
度
、

地
山
や
岩
隗
の
状
況
を
点
検
し
て

い
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

国
土
交
通
省
土
佐
国
道
事
務
所
管

理
第
ニ
課

（
�
８
８
２
・
９
１
６
１
）ま
で

保
管
物
件（
通
貨
・
証
券
等
）

の
返
還

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
税
関
支
署

（
�
８
３
２
・
６
１
３
１
）

高
知
税
関
支
署
須
崎
出
張
所

（
�
０
８
８
９
・
４
２
・
０
３
３

３
）ま
で

南
国
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
務
・
中
間
処
理
業
務
の

見
積
競
争
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
務
・
中
間
処
理
業
務
の

見
積
競
争
を
行
い
ま
す
。

見
積
競
争
に
参
加
希
望
の
事
業

所
の
方
は
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
委
託
期
間
／
（
１
年
間
）

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

■
見
積
競
争
時
期

平
成
16
年
11
月
頃

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

　   ８月の納税は

  口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／８月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／８月３日�・９月７日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

市県民税（２期分）
国 保 税（１期分）

人権・行政相談

無料法律相談

土
曜
市
（
大
埇
甲
）

人身事故件数 死者 負傷者
   16年６月
16年1～６月

31件 ０人 43人
173件 ５人 209人

　　《火災》
発生件数　 ０件
建物　　　   ０件
山林　　　   ０件
その他　  　 ０件
被害額　  　 ０円

《救急》
出動回数　 160回
急病　  　      81回
交通事故　    20回
一般事故　　27回
その他　　　32回

（６月分）（６月分） 　一般住宅で浄化槽を設置される方に
対し、予算の範囲内で補助を行います。

■補助対象者／平成17年２月20日まで
　に浄化槽の設置工事が確実に完了で
　きる方。
■注意／下水道の認可区域内などや事
　前に施工されたものは対象外です。

　機械設備の点検などのため８月13日
�～16日�の４日間、環境センターへ
のし尿などの受け入れができません。
そのため、各家庭の収集もできません
のでご注意ください。

※お問い合わせは、生活環境課処理場整備係（�８８０ー６５５７）まで

�浄化槽を設置される方へ �環境センター（し尿処理場施設）の
　　　　　　　　　　　　　運転休止

　９月～11月までの３カ月にわたり実施されるこの調査は、国民の暮らし向き
を家計から総合的に把握することを目的とし、全国の世帯から統計的な方法で
選定された世帯を対象に、主に家計簿をつけていただく方法により行われます。
調査結果は、国や県の各種施策の立案や経済分析の貴重なデータとなります。
　市では、篠原、小籠、前浜、下島の各一部が対象となります。７月～８月に
調査員が調査のお願いに伺いますのでご協力くださるようお願いします。
　なお、調査結果は調査関係者が他に漏らすことや統計以外の目的に使用する
ことは法律（統計法）で固く禁じられています。

全国消費実態調査にご協力を！全国消費実態調査にご協力を！全国消費実態調査にご協力を！全国消費実態調査にご協力を！全国消費実態調査にご協力を！全国消費実態調査にご協力を！平成平成1616年

※お問い合わせは、企画課広報統計係（�８８０ー６５５３）まで
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おお知知ららせせ

今
年
も
も
う
そ
ろ
そ
ろ
「
ま
ほ
ろ
ば
祭
り
」
の
時
季
で
す
ね
。
子
ど
も
と
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

  �老人医療受給者の
　　　　　　　皆様へ
　住民税非課税世帯の方が入
院されたとき、減額の認定証
を病院へ提示すると医療費及
び食事代の負担が少なくなり
ます。
　該当する方で、入院中もし
くは入院予定の方は、認定証
の交付を受けて下さい（申請
月の初日から認定）。
　また、15年度に認定証の交
付を受けている方は、有効期
限が16年７月31日となってい
ますので更新手続きをお願い
します。

  �児童手当の申請
　児童手当の申請はお済みで
すか？
　小学校３年生までの児童を
養育されている方は、児童手
当を受給できます。
　今年度の法改正によって小
学校３年生まで支給拡大とな
りましたが、小学校２・３年
生の児童を養育されている方
は新たな届けが必要です。
　９月30日�までに手続きさ
れた方は、４月分から給付対
象となります。

■手当の額（月額）
　第１子・第２子／５千円
　第３子以降／１万円
■備考／所得制限があります
＊公務員の方は職場で手続を
　してください。

※申請先、お問い合わせは
　保健課給付係
（�８８０ー６５５６）まで

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　平成16年度の年金受領額は、保険料を負担する現
役世代の賃金の低下傾向の中で、現役世代とのバラ
ンスと高齢者等の生活に配慮しつつ、平成15年の消
費者物価の下落分（マイナス0.3％）のみの改定を行
うこととなりました。そのため、老齢福祉年金の額
についても年額407,100円に引き下げられました。
＊年金の支払いは、毎年４月・８月・12月（受給権
　者が請求した場合は11月）の３回です。支払い月
　の11日（11日が土・日曜日の場合は、その前日）
　以降に郵便局に年金証書と印鑑を持って行き、支
　払いを受けることができます。16年８月の支払い
　は11日�からです。
＊なお、本人・配偶者・扶養義務者に一定額以上の
　所得がある場合、その年の８月から翌年７月まで
　の年金の支払いが制限されます。
�年金証書の提出について
 　今年８月に老齢福祉年金を受け取ったら、年金
　証書を市役所年金係に提出してください。提出用
　の封筒は郵便局に用意してあります。証書の提出
　が遅れると次回の支払期限までに証書をお返しす
　ることができず、年金の支払いが遅れることがあ
　りますので注意してください。

 保険料の納め忘れ（未納）があると、老齢基礎年
金の年金額が少なくなったり受けられなくなったり
します。また、もしものときの障害基礎年金・遺族
基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　納め忘れがあった場合、さかのぼって支払うこと
ができるのは２年以内に限られ２年を超えると納め
ることができません。
※保険料の納付が困難な場合、保険料免除の手続き
　をしましょう（免除の対象となるのは、市役所に
　申請した前月からになります）。
◎保険料を未納にしておくのと、免除の扱いにする
　のとでは将来受ける年金額に大きな差ができます。
　未納期間は年金を受けるための期間には含まれず、
　将来受ける年金額に全く反映されません。
 　保険料免除が認められると年金を受けるための
　期間に含まれ、その期間の年金額は、全額免除の
　場合は、保険料を全額納めたときと比べて３分の
　１、半額免除の場合は３分の２として計算されま
　す（半額免除は半額の保険料を納めないと未納に
　なります）。免除期間の保険料は10年までさかの
　ぼって納付できます（追納）。ただし、２年以上
　経過した分については免除された当時の保険料に
　一定の率を掛けた金額になります。
＊追納した期間は、本来の年金額として計算されます。

　近年農薬の飛散を原因とする、周辺住民の健康被
害の訴えが増加しています。農薬の使用者及び使用
委託者は、次の事項を守って使用してください。

�農薬散布の際には、近隣に影響が少ない天候（無
　風・風が弱い時など）の日や時間帯を選び、風向
　きやノズルの向きなどにも注意して、粒剤、ＤＬ
（ドリフトレス）粉剤などの飛散が少ない形状の農
　薬の使用、飛散を抑制するノズルを使用する。
�農薬の種類・名称、使用年月日、場所、対象植物、
　単位面積当たりの使用量または希釈倍数について
　記帳し、一定期間保管すること。
�周辺住民に対し、農薬使用目的、散布日時、種類
　など十分周知し、作業時には立て看板の表示など
　により散布区域内に関係者以外の者が入らないよ
　う配慮を行うこと。特に、近隣に学校や通学路が
　あり、子どもの通行が予想される場合には、健康
　被害防止を徹底すること。

※お問い合わせは、農林課農林振興係
　　　　　　（�８８０ー６５５９）まで

農薬の適正使用のお願い農薬の適正使用のお願い
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、開田

国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

８／2

7
6
5
4
3

9

13

11
12

14

18

16
17

20

19

23

25

21

28
27
26

24

水

火

金

木
水

火
月

土

金
木

月

水

金

水

月
火

月

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原
国分、比江、左右山、岩村

十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）

伊達野、大�団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、開田

篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

８／2

6

5

4
3

7

12
11
10
9

13
14

16
17

19

18

23
21

20

28

26
25
24

火

火
月

月

土
金

水

月

月

土

水

木

水

月

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

十市（南部）

十市（南部）

９／1

6
4
3
2

土

金

月

田村

木
水

土

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

土
金

９／1

4
3

金

土

木

土

金

木

片山、里改田、浜改田

片山、里改田、浜改田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

木

水
火

木

土

土

立田

久枝（開田を除く）、下島、前浜

田村
立田

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

火

木

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

＊肥料やお米の袋、黒い袋は中身の確認ができず危険なため
　使わないようお願いします。

８月２日・16日
（第１・３月曜日）

８月３日・17日
（第１・３火曜日）

８月４日・18日
（第１・３水曜日）

８月９日・23日
（第２・４月曜日）

８月10日・24日
（第２・４火曜日）

８月11日・25日
（第２・４水曜日）

９月１日・15日
（第１・３水曜日）

８月５日・19日
（第１・３木曜日）

８月６日・20日
（第１・３金曜日）

８月７日・21日
（第１・３土曜日）

８月12日・26日
（第２・４木曜日）

８月13日・27日
（第２・４金曜日）

８月14日・28日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

９月２日・16日
（第１・３木曜日）

10

2

�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

金
木

火

水

6

金

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋

おお知知ららせせ



ヘ
ル
シ
ー
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

■
と
き
／
８
月
25
日
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料
／
無
料

■
定
員
／
30
名

■
持
参
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
献
立
（
予
定
）

・
鶏
肉
と
な
す
の
さ
っ
ぱ
り
煮

・
お
か
か
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

・
切
り
干
し
大
根
の
中
華
和
え

・
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
か
ん

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
�
８
６
３
・
７
３
７
３
）
ま
で

  

病
院
で
の
基
本
健
康
診
査

　
　
　
　
（
施
設
検
診
）
の
廃
止

　市では、高齢者向け筋力向上トレーニングとし
てパワーリハビリ教室を開催します。
　年を取るとともに衰えた筋力を機器などを活用
した運動で取り戻し、より自立した日常生活が送
れるよう支援します。トレーニングは、個人の能
力に応じ専門スタッフが対応します。

■とき／10月～12月の毎週火・金曜日（全24回）
　13：30～16：00
■ところ／ケアハウスたんぽぽ（岡豊町常通寺島）
■応募資格（以下の全てに該当）
　�60歳以上で南国市に住民票がある方
　�要介護認定「要支援」「要介護」程度の方
　�週２回、３ヶ月間続けて参加できる方
　�介護保険サービスの通所リハビリ（デイケア）
　　や訪問リハビリを利用していない方
　�主治医の許可書が得られる方

■参加料
　１回につき送迎込みの場合340円
　　　　　　送迎なしの場合240円
■応募方法
　まずは、電話でお申し込みください。応募に
　必要な書類をお送りします。後日、聞き取り
　調査を行ったうえ、参加者を決定します。
■定員／10名程度
■募集期間／８月２日�～20日�
　＊定員に達し次第締め切ります。

※申込先・お問い合わせは、
保健福祉センター内
基幹型在宅介護支援センターつばさ
（�８６３ー７４３０）まで

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
�
８
６
３
・
７
３
７
３
）
ま
で

　
検
診
予
定
表
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
例
年
10
月
に
実
施
さ
れ
て

い
た
市
内
医
療
機
関
で
の
基
本
健
康

診
査
は
、
今
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
お
近

く
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
基
本
健
康
診
査
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
診
日
程
、
会
場
な
ど
は
広
報
や

検
診
予
定
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　近年、日本では、乳がんになる人が急増し、女
性のかかるがんの中で乳がんはトップを占めてい
ます。
　しかし、胃がんや肺がんなどと比べ、進行がゆ
っくりしている傾向があり、早期に発見できれば
治療成績は非常に良いという結果も得られており、
決して怖い病気ではありません。
 今年度より導入した乳房Ｘ線撮影（マンモグラ
フィ）検診は、下のイラストのように乳房を圧迫
して撮影を行います。専用のＸ線撮影装置を使用
し、手で触れてもわからない微少な早期がんの発
見に役立ちます。

 マンモグラフィ検診の対象は、満40歳以上で、
２年に１回（受診年度内の誕生日で偶数年齢に
なる方）の受診となります。受診料は1,000円で
す。
　今年度対象の方でまだ乳がん検診を受診され
ていない方は、今後実施する地区での検診も利
用して、ぜひ受診しましょう。
　乳がんは他のがんと違い、乳房という自分で
見たり触れたりできる部位にできるため、自分
で早期に発見することも可能です。乳がん検診
の会場では、保健師による自己検診法の紹介も
しています。定期的に検診を受診することと併
せて、月に１回程、乳房の自己検診も習慣化し
てみましょう。

※お問い合わせは、
保健福祉センター
（�８６３ー７３７３）まで
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1歳6カ月児健診

乳幼児
ツベルクリン検査 全地区

乳幼児ツベルクリン
判定・BCG接種

愛の献血

レントゲン健診
基本健康診査

（16～69歳）

10:00～11:00

10:00～11:00

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

健康相談

全地区

保健福祉センター

保健福祉センター

全地区 保健福祉センター

保健福祉センター

全地区

全地区

全地区3歳4カ月児健診

火

４カ月児健診

13:00～14:00

13:10～14:10

9:30～11:00

育児相談（親
子集いの広場）

13:00～16:00

高知県南国合同庁舎

セイレイ工業�高知工場

高知空港ビル�

8 / 27

8 / 16

8 / 12

8 / 10

8 / 25

8 / 23
8 / 5

8 / 19

8 / 26

8 / 24

木

木

9:30～11:00
13:00～16:00

9:30～11:00
13:30～15:00

火

8 / 31 火 南 国 税 務 署

黒滝地区公民館黒　滝

大　篠

十　市

月

木
木

10カ月児健診
保健福祉センター

13:30～14:10

13:30～14:00

保健福祉センター13:00～14:00

水

月

金

十 市 支 所
（多世代交流プラザ）

※胃がん検診・子宮がん検診・子宮がん
　施設検診は、70歳以上、生活保護世帯、
　市民税非課税世帯、障害者手帳（身体・
　精神）、療育手帳をお持ちの方、記念
　総合健診対象の方は無料です。
　お申し込み時に申し出てください。
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ヌルアティカー・ビンティ・　
モハマド・アリフィンさん
（マレーシア）
高知高専留学生

））） �アンコ�大好き！ ）））

「毎日笑顔いっぱい！
　　早く歩きたいな～�」

山口　侑香  ちゃん（篠原）

ヨーグルトが大～好き�
ごはんもたくさん食べて
大きくなろうネ�

平成15年１月21日生まれ

 やまぐち　　ゆうか

中田　樹梨亜  ちゃん（浜改田）
平成14年10月29日生まれ

 なかた　　じゅりあ

　おかげさまで、このコーナ
ーへの応募が大変多くなりま
した。11月号まで掲載予定の
赤ちゃんが決まっています。
　応募から掲載まで大変お待
たせしているため、９月号の
再募集から、満２歳の誕生日満２歳の誕生日
までの赤ちゃんまでの赤ちゃん（応募時）に
限らせていただきますのでよ
ろしくお願いします。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.
入 94,423台
出 95,502台　

高知空港
出発 59,064人
到着 58,576人

《６月分》
有権者 40,393人（男 18,949人・女 21,444人）

《平成16年６月２日現在》

あ
と

が

き

　
梅
雨
が
明
け
、
暑
い
夏
の

到
来
。

　
市
内
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
私
の
家
で
も
、
も
う
す

ぐ
刈
り
取
り
で
す
が
、
今
は

機
械
化
で
、
作
業
は
大
変
楽

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
暑

さ
は
昔
と
一
緒
で
す
。

　
炎
天
下
、
屋
外
で
作
業
さ

れ
る
方
、
暑
さ
対
策
は
万
全

に
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア

ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
昨
年

４
月
に
来
高
、
高
知
高
専
機

械
科
４
年
生
で
す
。
製
図
や

レ
ポ
ー
ト
提
出
な
ど
授
業
は

厳
し
い
で
す
が
、
先
生
方
は

生
活
全
体
に
わ
た
っ
て
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
、
こ
ち
ら
に

来
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
20
歳
か

ら
24
歳
ま
で
の
間
、
将
来
の

為
に
一
生
懸
命
頑
張
る
時
期

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
10
代
後

半
な
ら
少
し
羽
目
を
外
し
て

も
大
目
に
見
て
も
ら
え
る
こ

と
も
。
20
才
の
私
は
今
年
日

本
の
成
人
式
に
行
き
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
北
海
道
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
訪
問
と
重

な
り
、
行
け
な
く
て
残
念
で

し
た
。
国
の
先
輩
か
ら
面
白

い
行
事
だ
と
聞
い
て
い
ま
し

た
し
、
華
や
か
な
和
服
も
見

た
か
っ
た
で
す
。

日
本
の
食
べ
物
は
刺
身
も

含
め
美
味
し
い
の
で
す
が
、

何
よ
り
好
き
な
の
は
�
ア
ン

コ
�
。
一
時
帰
国
し
た
際
に

お
汁
粉
を
作
っ
て
皆
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。
白
玉
団
子
も
美

味
し
い
し
、
つ
き
た
て
の
あ

ん
こ
の
お
餅
は
想
像
し
た
だ

け
で
も
う
…
。

高
知
に
来
る
前
に
東
京
で

日
本
語
を
習
っ
て
い
た
時
、

マ
レ
ー
シ
ア
舞
踊
の
会
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。
公
演
で
あ

ち
こ
ち
行
け
て
嬉
し
か
っ
た

し
、
社
会
で
働
く
日
本
の
人

た
ち
と
の
会
話
が
日
本
語
や

日
本
理
解
に
と
て
も
役
立
ち

ま
し
た
。
虫
が
い
な
く
て
涼

し
そ
う
な
富
士
山
や
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
み
た

い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

高
知
に
来
て
欲
し
い
、
と
楽

し
い
夢
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
今
は
毎
日
母

に
国
際
電
話
を
か
け

て
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を

慰
め
て
い
ま
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,777人（－ 2）外国人登録者数 290人（＋ 5）
男 24,370人（＋ 19） 男 149人（＋ 4）
女 26,407人（－ 21） 女 141人（＋ 1）

世帯数 20,785世帯 （＋ 21） 登 録 国 籍 数 36カ国
（ ）内は前月比 《平成16年６月30日現在》

出生数　 39人〔男 27人・女 12人〕《６月分》
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広
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な
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こ
く
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編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係

発
行
日
・
平
成
16年

８
月
１
日

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp
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８
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